
下部尿路症状に用いる質問票・QOL 評価（第 1弾） 
～質問票・QOL評価の紹介～ 

 

NPO快適な排尿をめざす全国ネットの会理事 

平成リハビリテーション専門学校 認定作業療法士 細川 雄平 

皆さん、こんにちは！！ 平成リハビリテーション専門学校の細川雄平と申します。 

今回は、下部尿路症状に用いる質問票・QOL評価について紹介したいと思います。排尿障害には、切

迫・腹圧・溢流・機能性の 4 つのタイプがあり、特定するための評価や質問票が存在します。下部尿路

症状診療ガイドラインで挙げられている以下の 3つの質問票について紹介させていただきます。 

 1．主要下部尿路症状スコア（CLSS：Core Lower Urinary Tract Symptom Score） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

2．過活動膀胱症状スコア（OABSS：Overactive Bladder Symptom Score） 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

3．ICIQ-SF （Form Short-Questionnaire Incontinence on Consultation International） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後の排泄リハビリテーションの参考になれば幸いです。よろしくお願い致します。 

CLSS は、日本で開発された主要な症状を聞き落と

さないための 10 項目から成る質問票です。 

 特定の疾患・状態を対象としたものでないため、初

診を含めた診断の確定していない段階での基本評価

ではこの質問票が有用です。 

 

 スコア：30 点満点 

 特徴：スコアが高いほど、症状が重い。 
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OABSS は、過活動膀胱に特異的な症状質問票で、昼

間頻尿、夜間頻尿、尿意切迫感、切迫性尿失禁の 4 項

目から成ります。スコアは 15 点満点です。 

 

 ＜過活動膀胱の診断基準＞ 

   質問 3 が 2 点以上かつ合計スコア 3 点以上 

 ＜重症度判定＞ 

   軽症 ：5 点以下 

   中等度：6～11 点 

   重症 ：12 点以上 

ICIQ-SF は、尿失禁に特異的な QOL 質問票で、症状

および QOL に関する 4 項目の質問から成る。 

 

 ・スコア：21 点満点（質問 1～3） 

  ※問 4 において、どんな時に尿が漏れるか 

   の記録が重要となる。 

 ・特徴：スコアが高いほど、症状が重い 


